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人口のうごき
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　人口 7，647．

　男　　3・801i
　女　　3，846
　世帯数　　h500一
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ま
し
鮨
と
な
健
な
っ
鞭
る
の
を
　
工
業
統
計
．
，

　
　
㎜
　
　
　
　
　
、
　
・
穫
騨
瞭
驚
逢
．
　
　
　
　
　
鐸
鶴
鞭
馨
調
査
を
藤
い
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止
木
都
業
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
県
道
｝
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庭
の
お
偲
さ
ん
が
た
が
、
教
育
に
誠
意
　
　
通
産
省
廼
は
、
侮
年
十
二
月
三
十
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舗
襲
を
急
ざ
進
め
る
ほ
か
、
各
寧
が
ら
　
　
．
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
あ
る
た
ま
も
の
と
慰
わ
れ
ま
す
。
　
日
現
在
で
工
梁
続
計
識
査
を
行
な
つ
て

　
　
・
，
、
、
織
・
　
村
長
杉
田
武
宣
、
輩
難
蘇
羅
，
祝
　
　
　
　
ぢ
群
疑
の
の
簗
欝
寵
鋪
霧
獺

　
　
　
　
　
　
－
5
，
を
計
上
、
箆
植
え
彗
薯
あ
翼
畜
み
て
、
鑛
馨
男
り
ま
す
．
　
　
　
㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
す
．
子
ど
晃
ち
よ
、
．
寒
慮
墓
奮
す
る
奮
、
製
襲
緩
す
垂

類
灘
鰹
騒
・
雛
雛
毒
欝
難
難
瓢
議
鍵
粥
塾
の
　
　
　
縁
お
蒲
か
れ
と
お
祈
り
い
た
し
諜
難
難

鞠
縄
し
て
駄
羅
薙
調
馨
議
縫
籔
離
難
働
継
蟹
つ
　
　
　
　
㎜
銅
－
，

・
覧
騨
繁
そ
集
繊
蟷
輪
難
謡
鞭
蘇
鱗
璽
獲
繰
矯
棚
鶴
霧
継
鑛
璽
七
　
　
　
　

薦
減
輝
式
を
挙
箔

か
が
や
か
し
い
署
璽
奮
響
貢
の
見
墾
は
誌
、
倒
壊
、
半
壊
．
灘
奮
う
建
い
誓
芋
．
　
祭
の
穰
薯
っ
て
最
大
の
黎
を
㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
翻
＋
二
鋲
塗
旱
吾
．
り
で
あ
り
ま
し
ょ
う
．
ま
た
成
人
さ

を
お
迎
え
な
さ
れ
た
こ
と
と
き
心
か
ら
家
庭
へ
見
舞
金
品
を
贈
り
、
民
生
の
安
　
　
教
育
施
設
拡
充
の
こ
と
も
お
ろ
そ
か
ね
が
っ
て
進
み
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
し
臨
人
に
な
ら
れ
た
百
八
十
二
人
れ
た
青
年
の
皆
さ
ん
は
、
大
き
な
希
望

お
喜
び
甲
し
上
げ
ま
す
・
　
　
　
　
　
　
定
と
復
旧
の
促
進
を
図
り
ま
し
た
が
、
　
に
で
き
な
い
重
要
問
題
で
す
が
、
こ
こ
す
。
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の
め
で
た
い
門
出
を
祝
し
て
、
村
主
催
と
成
人
の
感
激
に
．
つ
た
れ
て
お
る
こ
と

議
曜
奮
、
嚢
寡
蒙
ら
嚢
に
と
っ
て
は
懸
の
肇
馨
の
藻
い
た
し
て
お
な
に
濤
内
の
響
漢
こ
房
す
の
風
も
吻
あ
い
に
緊
く
ろ
い
の
護
』
罐
園
で
欝
さ
の
嚢
蕎
巾
藻
屡
誉
　
　
・
ー
d

灘
羅
難
難
購
蕪
鍵
麟
灘
鰹
灘…
鱗
騰
麟
鱗
麟
鞭
雛
麟
騰
鍵
鞍
懲
爾

辺
の
大
鞍
伏
罐
ば
く
大
姦
讐
の
蓮
擁
工
し
て
誓
　
．
．
、
．
．
．
旨
．
．
－
『
…
…
．
…
．
．
．
、
…
…
．
　
．
冨
。
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．
　
費
壷
籍
鍵
っ
て
熊
す
・
　
　
　
｝

難鐵羅灘難羅
臼
『
雛
，
イ
新
年
の
髪
誉
畷
難

て
出
発
し
泥
昭
和
四
督
一
年
度
も
、
割
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
主
政
治
の
基
盤
を
な
す
選
挙
が
、
園
畏
を
慎
重
に
審
議
し
、
村
の
み
な
さ
ん
の
　
昭
和
四
士
蕉
は
、
埼
玉
国
体
の
駕
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
　
　
　
　
の
た
め
に
あ
る
年
金
制
隔
度
で
、
保
険
料

の
皆
さ
ん
の
村
政
に
対
す
る
逓
解
と
協
　
ま
た
・
村
か
ら
の
呼
び
か
け
に
ょ
る
注
視
の
う
ち
に
・
国
会
議
員
よ
り
市
町
ご
期
待
に
そ
フ
よ
っ
務
力
す
る
決
意
で
で
あ
り
ま
す
。
太
村
は
会
場
地
で
は
あ
　
二
＋
歳
に
な
る
と
、
社
会
的
に
、
法
浄
納
め
、
将
来
の
老
後
の
保
障
、
不
測
　
老
人
健
康
診
査
を
実
施

力
に
よ
り
、
明
る
い
理
想
郷
の
爽
現
を
農
村
文
化
の
向
上
の
た
め
必
要
か
く
こ
村
講
歯
に
い
た
る
ま
そ
、
本
年
の
ヒ
期
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ま
せ
ん
が
沸
隣
接
の
黛
谷
市
で
は
、
　
緋
上
の
行
為
能
力
が
与
え
ら
れ
、
囲
隠
の
那
故
に
対
す
る
生
活
の
保
障
莚
行
な
▽
日
時
　
9
一
月
十
六
．
七
日

み
、
多
く
の
那
業
が
杉
田
村
政
の
も
と
と
の
で
き
な
い
有
線
放
送
施
設
の
建
設
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
汚
職
、
公
　
　
ど
う
か
村
政
に
対
す
為
み
な
さ
ん
の
高
校
軟
式
野
球
、
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
に
灘
任
と
義
務
が
課
せ
ら
れ
、
選
挙
権
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
三
十
分
～
三
時

に
円
満
の
う
ち
に
遂
行
嚢
麓
の
に
も
・
麓
の
奪
が
参
翼
い
私
縄
欝
嚢
警
腱
の
馨
よ
玖
っ
そ
う
の
癒
蟹
、
鶴
力
ん
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
率
ル
警
雲
が
薯
髭
手
．
園
雛
健
加
入
髪
が
っ
て
≠
磨
な
っ
矢
た
属
所
携
（
溌
窒
）

福
祉
と
、
村
の
潴
展
に
貢
献
さ
れ
た
こ
た
さ
れ
、
工
事
も
順
調
に
進
み
、
新
年
に
対
す
る
不
信
懸
は
、
国
会
よ
り
地
方
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
場
地
と
な
り
ま
す
の
で
、
本
村
へ
も
選
す
る
こ
と
も
ま
た
一
つ
の
義
務
で
す
。
　
ち
は
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
久
　
▽
対
象
渚
六
十
置
歳
以
ヒ
の
か
た

と
は
ま
こ
と
北
む
問
慶
に
．
堪
え
ま
せ
そ
う
そ
う
開
通
の
運
び
に
な
っ
た
こ
と
議
会
ま
で
拡
大
し
、
議
会
政
治
の
危
機
ま
し
て
、
新
年
の
む
あ
い
さ
つ
と
い
た
手
が
相
当
出
入
り
す
る
こ
と
も
考
え
ら
　
　
園
民
年
金
は
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳
し
て
い
な
い
場
合
、
騒
欄
の
大
単
、
や
高
　
　
右
の
と
お
り
健
康
診
査
ギ
、
行
な
い
ま

ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
御
正
・
小
原
農
協
役
員
の
努
力
と
が
さ
け
ば
れ
て
お
の
、
い
ま
や
清
潔
な
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ま
す
。
ま
た
国
体
旗
リ
玖
1
が
県
下
未
溝
の
日
本
国
民
で
、
厚
生
年
金
や
共
校
の
学
生
で
な
い
場
合
、
す
べ
て
国
罠
．
す
か
ら
、
老
後
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
、

健
二
回
に
わ
た
る
鼠
の
馨
対
麓
の
欝
一
致
の
た
誇
の
と
、
深
る
政
治
簿
よ
る
明
る
い
焉
馨
　
　
　
，
　
藩
暮
嘉
る
こ
と
に
な
ぞ
覆
遷
の
年
金
選
契
し
て
年
倉
加
套
け
れ
讐
撫
わ
湛
受
診
に
璽
く
だ
澆

　
　
　
　
　
講
習
会
に

　
　
　
　
　
　
　
F

　
　
　
　
　
参
加
を
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
■

、
江
南
村
体
育
協
会
主
催
に
よ
る
ス
キ

ー
講
習
会
を
、
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
い

ま
す
。ス

†
愛
好
者
の
皆
さ
ん
、
ま
た
、

初
心
者
で
ス
キ
ー
を
や
っ
て
み
た
い
と

思
う
か
た
が
た
の
参
加
を
歓
迎
い
た
し

ま
す
。

　
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
期
日
二
月
五
日
（
臼
曜
日
）

▽
場
所
苗
場
国
際
ス
キ
ー
鋤

▽
会
費
七
百
円
程
度

▽
申
込
期
巳
お
よ
び
場
所

　
　
　
　
　
一
月
＋
日
ま
で

　
　
　
　
各
字
の
体
協
擾
員
か
、
教

　
　
　
　
育
婁
員
会
事
務
胤

※
ス
キ
ー
や
ス
†
靴
を
借
り
た
い
か

　
た
は
、
実
費
で
一
括
借
用
い
た
し
ま

　
す
か
ら
、
申
し
込
み
の
と
き
、
印
し

　
出
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

四

齢

翠

養

事
業
に
つ
い
て
調
脊
す
る
、
国
の
電
嬰

な
統
計
調
査
e
す
。

7
各
那
業
所
に
は
、
す
で
に
調
査
票
を

お
願
い
し
て
あ
り
ま
す
が
、
該
当
粥
項

む
記
入
の
う
え
、
指
定
期
日
ま
で
に
提

出し

て
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は

厳
重
に
保
管
さ
れ
、
統
計
法
に
よ
っ
て

そ
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
統
計
目
的
以

外、

た
ζ
え
ば
税
金
徴
収
の
算
定
資
料

な
ど
、
塑
口
者
に
不
利
益
ど
な
る
よ
う

な
こ
と
に
は
い
っ
さ
い
使
胴
い
た
し
ま

せ
ん
か
ら
、
ご
心
配
な
く
正
し
く
邑
報

告
を
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

と
思
い
ま
す
。

　
成
人
式
に
は
ぜ
ひ
出
席
し
て
、
村
を

あ
げ
て
の
祝
福
を
う
け
て
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。
ー
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消
防
団
の
点
検
終
る

昭
和
四
十
一
年
度
江
南
紺
消
防
団
原
さ
れ
ま
し
た
。
大
沼
で
の
い
っ
せ
い
放
分
団
と
も
整
然
と
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

検
は
、
十
一
月
二
十
七
H
午
前
八
時
三
水
は
、
消
・
防
ポ
ン
プ
自
動
庫
、
可
搬
動
　
　
本
年
度
は
、
四
台
の
可
搬
動
力
ポ
ン

十
分
よ
り
、
江
南
甲
単
校
々
庭
で
行
な
カ
ポ
ン
プ
が
そ
の
威
力
を
発
揮
し
、
各
プ
が
新
セ
購
入
さ
れ
、
消
防
力
も
さ

わ
れ
ま
し
た
。

当
臼
は
天
換
に
恵
ま
れ
、
議
合
簾
員

区
長
多
数
の
来
賓
も
座
席
さ
れ
、
点
検

富
杉
冊
村
長
に
よ
り
、
小
松
原
団
長
の

出
動
人
鵡
報
欝
、
閲
兵
、
分
列
行
進
、

服
装
・
機
械
器
貝
嶽
検
、
小
隊
教
練
、

ポ
ン
プ
操
法
、
い
っ
せ
い
放
水
が
輿
施

写
真
上

優
良
団
員
の
表
彰

写
真
下

点
検
官
に
よ
る
服
装
点
検

れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
，
　
　
　
’
　
　
◎
火
災
予
防
成
績
優
秀
港

紺
な
ら
び
に
連
合
点
検
に
お
け
る
衷
　
　
　
　
　
　
　
　
福
撫
茂
外
十
二
名

彰
優
良
圃
、
優
良
団
員
、
功
労
岩
は
つ
熊
谷
支
部
表
彰

　
　
　
　
　
ぎ
の
か
た
が
た
で
す
。

　
　
　
　
　
埼
玉
県
消
防
協
会
表
彰
（
敬
称
陥
）

　
　
　
　
　
◎
優
良
消
防
団
　
　
江
南
村
消
防
団

　
　
　
　
　
◎
無
火
災
消
防
分
団

　
　
　
　
　
　
江
蒋
消
防
団
第
士
分
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
釜
募
団
）

ら
に
充
実
さ
れ
◎
三
等
功
労
童

ま
し
た
。
　
　
　
　
持
田
一
芳
．
小
林
好
三
．
木
村
昭
二

　
つ
い
で
、
点
◎
技
能
竜
　
　
　
広
沢
光
一
郎

検
官
の
講
評
、
　
◎
消
防
功
労
者

・
優
良
団
員
等
の
　
　
新
井
茂
治
．
舟
橋
由
松

表
彰
が
あ
り
・
　
◎
永
無
勤
続
琶

午
前
士
堕
二
鏡
盤
木
藤
藝
名

十
分
終
了
い
た
　
　
三
等
勤
続
章
長
倉
敬
三
外
七
名

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
．
8
－
．
．
員
働
．
5
昌
．
．
－
臼
罵
ー
働
ー
8
響
ー
．

　
ま
た
、
昭
和

四
＋
一
年
度
、

培
玉
県
消
防
協

会
熊
谷
麦
部
の

特別

連
合
点
検

は
、
十
二
月
三

◎
特
別
功
労
輩
長
愈
敬
三

◎
一
薄
壷

芝
宗
一
・
笠
原
守
雄
・
高
橋
和
炎

須
永
高
之
・
駒
井
一
茂

◎
二
等
勢
童

関
口
公
平
・
坂
田
和
夫
・
古
谷
菊
次

新
井
忠
・
飯
胤
和
治
・
水
野
光
好
・

平
光
男
・
橋
太
刹
夫

◎

一
尋
勢
童

坂
田
幸
三
・
小
林
棊
平
・
関
口
利
炎

持
田
伊
鶴
・
中
島
正
巳
・
篠
田
煤
勝

新
井
治
良
・
小
久
保
秀
夫
・
小
沢
裕

猟
銃
、
空
気
銃
の
所
持

　
　
　
　
ー
き
び
し
く
な
り
ま
す
ー

欝
裂
・
離
一
郎
・
霧
蕩
◎
無
炎
蕩
盆

木村剰

秋
・
橋
本
三
代
治
・
長
瀬
正
　
　
江
南
村
消
防
測
第
十
分
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
っ
て
②
の
講
習
会
を
受
け
た
証
朋
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
許
可
を
受
け
て
い
る
猟
銃
、
空
気

　
一

江
南
村
表
彰

◎
鰹
愚
艮

関
口
栄
・
大
沢
照
三
・
駒
井
光
春
・

森
田
高
正
・
萩
原
和
男
・
水
野
広
一

大
勘
武
良
・
馬
燭
担
・
長
谷
川
充
・

隠
田
蝋
良
・
奥
野
電
夫
・
坂
田
延
男

　
岩
問
布
作
・
深
津
燈
夫
・
寺
山
治
男

膚
爾
皿
利
夫
・
松
井
窮
・
関
口
理
一
・

　
小
林
寿
強
．
中
島
武
平
・
野
口
政
一

岡
部
尚
次
・
高
橋
保
天
・
吉
田
高
久

　
木
村
蝶
男
・
岡
田
担
定
・
舟
檎
松
男

柴
田
賢
次
・
平
田
稔
・
小
島
久
義

◎
雇
消
火
協
力
者

　
坂
田
し
げ
。
大
久
保
文
夫
・
倉
野
な

か

学生を募集
　
　
　
▽
響
炎
員
汽
＋
名

　
　
　
▽
資
格

所
蠣
郷
額
棚
繍
驕
鱒
輕
は
同
等
堅

成
▽
願
璽
鶴
欄

　
　
　
昭
和
四
十
二
隼
三
月
一
日
か
ら
三
月
十
日
ま
で

養
▽
雛

諭
浦
和
露
墜
ハ
丁
品
西

　
　
　
撞
太
県
立
幼
稚
園
教
諭
養
成
所
（
埼
需
大
挙
経
済

教
　
学
欝
）

園
▽
必
暴
類

　
　
　
入
学
願
轡
、
調
欝
、
儘
康
診
断
轡
、
写
真

稚
▽
嚢
方
法

幼
・
騨
懸
（
撒
継
難
醐
網
謙
薇
劃

立
　
轡

　
　
r
▽
試
験
期
口
と
場
所

県
責
王
ハ
只
日
）
竪
鵜
嚢
嚢
成
所

　
　
　
▽
そ
の
他

　
　
　
修
業
年
限
二
年
授
業
料
　
一
カ
月
鷺
百
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銃
は
な
る
べ
く
カ
ギ
の
か
か
る
漏
所
へ
ど
は
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
ぜ
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
、

　
　
　
　
　
最
近
、
全
国
各
地
で
猟
銃
に
よ
る
犯
か
の
講
習
を
受
け
た
証
朋
書
が
な
い
と
銃
と
騨
丸
を
別
々
に
保
管
す
る
こ
と
が
ん
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
健
康
な
冬
を
送
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
罪
や
、
銃
の
取
り
扱
い
の
不
注
意
に
よ
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
　
必
要
と
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
⑦
狩
猟
・
標
的
練
習
の
た
め
に
・
規
　
　
イ
ン
7
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
は
、
ま

曇
璽
り
叢
が
増
加
し
驚
葵
潅
③
灘
、
ラ
イ
フ
ル
響
鉾
⑥
醗
、
甕
銃
の
難
擁
が
定
以
上
の
火
薬
謬
入
髪
い
客
ず
体
の
彗
を
つ
け
る
こ
と
輩

見

睾
校
毒
の
漂
整
さ
れ
こ
と
し
の
肩
可
は
欝
の
＋
八
歳
か
ら
二
護
響
露
争
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
は
、
癖
地
の
纂
蓑
に
羅
し
て
手
．
集
や
乾
布
ま
さ
つ
蔑
髪

昭和42皐（1967）1月1日発行

で
、
熊
谷
市
消

防
団
、
消
防
署

江
南
、
大
暑
で
す
が
・
詳
し
い
こ
と
纂
奪
防
犯
裟
の
と
奮
の
期
日
ま
凝
改
め

麓
嘉
係
へ
馨
わ
せ
ぞ
諜
・
善
羅
新
諄
な
い
と
曹
は

し
、
団
員
吾
①
舞
舞
舞
ほ
を
昆
そ
の
効
力
葵
い
・
以
後
の
露
縫

八
＋
名
、
醤
標
漿
や
狩
猟
を
す
る
か
た
に
薔
反
と
奮
ま
す
か
ら
怠
墾
に
灘

二
宅
台
が
出
し
ま
す
が
ゴ
レ
多
妻
ど
窪
霧
豆
力
鼻
皐
五
晶
に

動
し
て
実
施
さ
肇
緯
可
を
妥
い
こ
と
に
な
り
ま
更
新
の
露
書
ぞ
誓
い
・

一
日
力
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
以
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
　
　
や
・
弾
倉
五
発
を
こ
え
る
自
動
式
の
も
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
た
。
　
　
　
　
　
　
④
猟
銃
、
空
気
銃
を
以
前
か
ら
許
可
の
・
銃
の
全
長
な
ど
が
短
か
い
も
の
な
　
　
『
　
（
熊
谷
警
察
署
）

改
正
の
お
も
な
点
は
つ
ぎ
の
ど
お
り
を
受
け
て
持
っ
て
い
る
か
た
は
、
う
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
　
　
　
　
　
ー
ー
1

待
望
の
埼
玉
の
塔
は
、
去
る
十
一
　
．
建
立
さ
れ
ま
し
た
埼
玉
の
塔
の
碑
埼
玉
の
塔
を
建
立
す
、
た
お
れ
し
友

壇
千
五
佃
、
漣
縄
戦
終
給
の
地
と
文
は
次
の
通
り
で
す
。
　
　
　
　
　
あ
い
集
い
て
、
ふ
る
さ
と
の
小
島
う

な
っ
た
沸
縄
本
島
の
最
南
端
、
糸
満
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
た
う
武
藤
野
を
、
緑
け
む
る
秩
父
路

町摩文

仁ガ丘の

太
平
洋
岸
に
面
し
　
埼
玉
の
塔
建
立
の
記
　
を
と
も
に
語
ら
い
、
永
久
に
安
ら
か

建
豆
さ
れ
除
幕
式
な
ら
び
に
慰
霊
祭
　
・
苛
烈
を
極
め
た
太
平
洋
戦
争
が
終
に
お
眠
り
下
さ
い
。
．

が挙行さ

れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
っ
て
二
十
一
年
ふ
る
さ
と
を
還
く
い
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
　
，

盒
柑
の
対
象
は
、
麦
那
嶺
変
か
ら
で
、
南
海
の
島
々
に
身
を
挺
し
て
た
　
捲
血
県
沸
縄
慰
霊
塔
建
設
奮
禽

大
東
亜
戦
争
の
終
結
時
ま
で
に
戦
没
た
か
っ
た
つ
わ
も
の
た
ち
、
限
り
な
会
長
撞
血
県
知
畢
栗
原
浩
謹
霞

し
た
英
霊
で
、
埼

一
藁
出
身
老
は
四

五
、
九
八
○
柱
の

多
く
を
数
え
ま
す

璽
埼
獄
騨
列
し
て

窺駿雛
漿蹉　　い銃
　　か’
毒寮姦甕

1麟
ど者一許
葛響美要

許可の期限が切れる日

昭和42年4月30日
昭和42年10月31日
昭和43年4月30日
昭和43年10月31日
昭和44年4月30日
昭和44年10月31日
昭和45年4月30日
昭和45年10月31日
昭和46年4月30日
昭和46年10月31日

　
“
ウ
ガ
イ
”
が
効
果
的

　
　
　
　
　
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

最
近
で
は
、
冬
に
な
る
と
イ
ソ
フ
ル
蜷
質
に
よ
っ
て
A
型
、
B
型
な
ど
に
分

鍛
え
る
と
間
時
に
、
適
度
の
運
動
で
積

極
的
に
か
ら
だ
の
抵
抗
力
を
養
う
こ
と

が
た
い
せ
つ
で
す
。
と
く
に
、
ふ
だ
ん

か
ら
不
節
制
や
過
勇
を
さ
け
て
、
じ
ゅ

う
ぶ
ん
な
休
息
と
す
い
眠
を
と
り
、
栄

養
に
気
を
つ
け
る
よ
う
に
し
た
い
も
の

で
す
。ま

た
、
ウ
ガ
イ
、
そ
れ
も
外
出
後
の

エ
ン
ザ
の
流
行
が
し
ば
し
ぽ
み
ら
れ
ま
類
さ
れ
て
い
ま
す
が
こ
凱
に
か
か
り
ま
ウ
ガ
イ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
病
源
菌
を
取

な
お
、
更
新
を
受
け
る
際
は
、
，
ま
え
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ビ
ー
ル
ス
の
す
と
、
高
熱
、
頭
痛
、
筋
肉
や
関
節
の
庭
囚
に
持
ち
込
ま
な
い
た
め
に
も
有
効

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
痛
み
、
け
ん
怠
感
な
ど
の
全
身
症
状
を
な
方
法
で
す
か
ら
、
嶽
族
み
ん
な
が
ウ

こ
の
除
幕
筑
な

ら
び
嬉
饗
察
に

は
県
下
の
盛
関
係

者
が
参
列
さ
れ
、

がこ

の
う
ち
汕
縄
方
面
を
含
む
広
汎
く
祖
国
を
愛
し
、
誓
圧
命
を
擁
げ
大
里
郡
下
町
馨
は
、
遣
族
会
代
表

な
、
爾
方
諸
地
域
の
戦
場
で
た
お
れ
た
郷
土
出
身
の
戦
没
鮨
二
万
八
千
余
と
し
て
二
十
八
名
参
列
い
た
し
漢
し

た
戦
没
省
二
八
、
Q
三
柱
の
み
た
の
み
た
ま
を
轡
つ
。
三
百
万
埼
玉
県
た
。
私
も
本
墾
を
代
衷
し
て

ま
を
、
こ
の
塔
に
お
杞
り
し
ま
し
た
愚
剛
胞
は
、
心
を
こ
め
て
荒
川
の
清
参
列
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
境
玉
の

な
お
沸
縄
方
面
で
戦
没
し
た
本
粒
蒲
に
磨
か
れ
し
銘
肩
と
、
木
県
特
産
塔
建
立
の
概
要
を
甲
し
上
げ
参
列
の

出
身
省
は
、
三
柱
と
、
薗
労
諸
地
城
の
鋳
物
を
運
び
、
無
限
の
生
命
と
平
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
』
　
、

の
戦
選
た
沿
れ
た
戦
没
者
は
一
三
利
の
願
い
を
朋
生
す
る
植
物
の
化
身
　
　
　
江
嗣
村
遺
族
会
長

○
柱
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
．
　
　
に
う
つ
し
て
こ
こ
摩
文
仁
の
丘
に
、
　
　
　
　
　
　
堀
寛
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
こ
の
選
挙
人
名
簿
に
記
入
さ

　
　
こ
と
し
か
ら
一
月
一
日
現
往
で
行
れ
る
か
た
は
、
本
村
に
住
所
浄
肴
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
地
を
十
ア
ー
ル
（
酬
反
三
歩
）
以
上

　
こ
れ
は
咋
年
の
六
月
一
日
づ
け
で
公
耕
伊
し
て
い
る
農
家
で
、
』
盤
間
六
十
旧

職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
そ
れ
以
ト
藤
耕
に
従
都
し
て
い
る
年
令
潜
一

に
も
と
づ
い
て
改
正
さ
れ
た
も
の
で
十
歳
以
上
の
か
た
全
員
で
す
。

㎜
す
。
お
も
な
改
正
点
は
つ
ぎ
の
と
お
り
　
　
こ
の
選
諾
入
名
簿
に
登
戴
さ
れ
な
か

許可証の交付を受けた日
昭和21～日召和29年ま’て…

日召F和30～日召和31年まで

昭和32～昭和33年まで
昭和34～昭和35年まで
日召和36年．

昭和37年
昭和38年
昭和39禦
昭和40年
昭和41年

　
　
　
農
業
委
員
会
委
員
の

　
　
　
　
　
　
、
選
挙
人
各
簿
の
申
請
を

　
毎
年
、
十
二
月
一
日
現
在
で
調
整
し
　
　
　
三
月
三
十
一
日

て
い
た
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
入
名
簿

が
、

．
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

で
す
。

マ
鍛
馨
冒

　
　
　
一
月
百

▼
申
請
書
提
出
期
限

　
　
　
戸
論
白

▼
縦
覧
期
間

っ
た
か
た
は
、
農
讐
“
鶴
の
選
挙
の
際

投
票
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
欝
に

立
像
補
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
．

讐
、
鑑
“
養
発
箋
属
を

通
じ
、
申
請
轡
を
鴎
布
い
た
じ
ま
す
ゆ
．

ら
、
骸
当
さ
れ
る
か
た
は
も
れ
な
く
印
噛

　
　
二
月
二
士
噌
胃
か
ら
十
鷺
臼
間
請
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
ず
。

▼
名
簿
の
確
疋

お
こ
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
，
ガ
イ
を
習
慣
づ
け
る
よ
う
に
つ
と
め
ま

こ
の
た
め
つ
ぎ
の
こ
と
が
ら
に
注
意
し
ょ
う
。
、

みんなそろってウガイを励行

自
衛
官
－
募
集

　
陶
田
で
、
平
和
で
、
難
か
な
社
会
の
活
を
送
り
、
こ
の
間
に
広
い
知
識
と
商

爽
現
の
た
め
に
は
、
ま
ず
独
立
を
守
り
度
な
技
術
を
身
に
つ
け
、
立
派
な
社
会

安
金
を
保
つ
こ
と
が
第
一
の
要
件
と
し
人
と
し
て
成
長
し
て
い
ま
す
。
退
職
後

て
考
汽
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
　
　
　
　
も
百
パ
ー
セ
ン
ト
有
利
な
条
件
で
就
職

　
こ
の
伍
務
を
に
な
っ
て
、
自
衛
隊
は
が
で
き
ま
す
…
…
と
。

昭
和
二
十
五
年
警
察
予
備
隊
と
し
て
発
　
　
　
勢
築
案
内

足
し
て
以
来
＋
六
年
、
陸
・
海
・
聖
二
◎
応
募
資
格

十
七
万
あ
ま
り
を
有
す
る
防
衛
力
へ
と
　
　
　
年
令
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
瀦

き
づ
か
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
必
要
な
　
　
の
男
子

防
衛
力
を
麦
え
る
力
を
、
園
は
現
代
の
◎
受
付
期
日

若
い
人
に
求
め
て
お
り
ま
す
。
自
衛
の
　
　
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

任
務
へ
若
い
人
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
入
隊
さ
◎
試
験
・
入
隊
期
臼
、
そ
の
他

例
れ
る
こ
と
を
、
心
か
ら
希
望
し
て
お
り
　
　
こ
ま
か
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
役

一
ま
す
。
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
住
民
課
ゆ
、
相
談
員
に
お
た
づ

　
入
隊
者
は
こ
う
語
っ
て
お
り
ま
す
。
　
　
ね
く
だ
さ
い
。

　
■
陸
・
海
・
空
の
自
衛
官
は
、
国
の
平
　
　
身
に
つ
け
ら
れ
る
各
種
の
技
術
は
、

和
と
独
立
を
守
る
た
い
せ
つ
な
任
務
を
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

も
っ
て
い
ま
す
。
親
葎
正
し
い
圃
体
生

　特技　国嫁免許（試験）

車両操縦整備　普通大型自動車免許
車両修理　　　　2、　3級自動車整備士
建設機械運転　特殊作…業用自動車免許

施設機械整備　2、3級自動車整備士
鉄道運転整備
航空整備　　　整備士！、航空士
　　　　　　　各種熔緩士
整図測量　　　測量士補・建築士
印　　刷
写’真　　　映写技術士
通信保全　　　電々公社認定資格
航空管制　　　航空級無線通信士
給　　養　一調理士。栄養士’
医療衛生　　　X線技師
　　　　　　　歯科技工士
　　　　　　．衛生検査技士
燃料分析
音　　楽

特　技　　　国家免許（衰験）　　　1

電子一般　，　無線技術士
固定無線　　　無線通信士
レーダー修理特殊無線技士
　　　　　　　レーダー
無線及び搬送　無線通信士
気　　象
有　　線　　　電々公社認定資格
電　　信　　　無線通信士
露気設備　　　電気主任技術者
電気修理　　　電気主任技術者
機械一般
弾　　薬　　　火薬類販扱主任者
火器修理
機械工作
化学器材修理
建　　設　　　特殊作業用自動車免許
化　　学
鉄道設備
補　　給
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